訓練課題（筆記）

訓練課題（筆記）

「ビル管理基礎」
	注意事項
１．　制限時間

　　

60分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）電子式卓上計算機その他これと同等の機能を有するもの、携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。




◆問1から問30の各問について、文章が正しいものには○を、誤っているものには×を回答欄に記入しなさい。（1問2点）
（18～30は13問中8問を選び、解答用紙の問題番号に☑をつけること。）
１　建築物環境衛生管理基準に関して、一酸化炭素及び二酸化炭素の測定は、３ヵ月以内ごとに１回、定期に実施すること。
２　建築物環境衛生管理基準に関して、統一的な大掃除は、１年以内ごとに１回、定期に実施すること。
３　建築物環境衛生管理基準における空気環境の測定について、温度の測定器は、0.5度目盛の温度計を使用すること。
４　建築物環境衛生管理基準における空気環境の測定について、相対湿度の測定器は、1.0度目盛の乾湿球湿度計を使用すること。
５　建築物環境衛生管理基準における空気環境の測定について、測定は居室の中央部の床上50ｃｍ以上150ｃｍ以下の位置において行う。
６　建築物環境衛生管理基準における空気環境の調整について、機械換気設備を設けている場合は、温度の基準のみ免除される。
７　建築物環境衛生管理基準における給水栓における残留塩素の測定について、遊離残留塩素の含有率が100万分の0.1以上であれば、結合残留塩素を測定する必要はない。
８　寄宿舎は、建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく特定建築物に該当する。
９　建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく事業の登録を受けなくても、特定建築物の環境衛生上の維持管理を行うことができる。

10　建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づき備え付けておかなければならない帳簿書類として、消火設備の維持管理記録がある。

11　絶対湿度とは、飽和水蒸気圧に対する水蒸気の比のことである。
12　室内における通常の空気汚染のほとんどは、人間の在室・日常の生活動作などが原因である。
13　1.0μm以下のほこりを吸入すると、肺胞まで侵入して沈着することがある。
14　通常の空気中における二酸化炭素(C02)の割合は、体積比で約0.3％である。
15　湿球温度とは、乾球温度計の感温部を布で包み、水で湿らせた状態で測った温度である。

16　第３種換気は、機械排気と自然給気口とによる換気である。
17　排気フードは、局所換気に用いられる。

18　ビルクリーニングに関して、水拭きにおいて綿布やモップは、たわしの作用・汚水の除去という二つの働きのみである。
19　床維持剤添付する目的の一つとして、歩行性を高めることがある。

20　床磨き機に使用する床用パッドは、用途によって各種硬度のものがあり、色分けによって区別して使用され、緑色パッドは主に一般床洗浄用である。
21　消火器について、大型消火器の能力単位について、Ｂ火災に適応するものにあっては10能力単位以上である。
22　消火器に表示しなければならない事項として、Ａ火災・Ｂ火災・Ｃ火災に対する能力単位の数値がある。
23　消火器外面の塗色について、外面の50％は赤色仕上げとしなければならない。
24　消火器の適応火災は円形標識で表示しているが、Ｂ火災に適応する消火器には、黄色の円形標識を設ける。

25　高圧ガス(Ｎ２)容器の外面塗色は、緑色である。

26　照明の交換時期について、白熱電球は蛍光管に比べて球切れがしにくい。

27　脚立に開き止めのないものは、開かないように人が支え注意して使用する。

28　グランドパッキンからの滴下量が多すぎる場合は、まずは増し締めにより対応する。

29　ポンプのカップリングにおいてポンプ側とモータ側との高さに差がある場合、シムを入れて調整する。
30　プーリーとのVベルトは緩くすればするほどベルトがかかり、効率がよくなる。

◆問31から問45の各設問について語群から1つ選び、回答欄に番号を記入しなさい。
（1問3点）
（36～45は10問中5問を選び、解答用紙の問題番号に☑をつけること。）
31　建築物環境衛生管理基準に関する次の組み合わせのうち、正しいものはどれか。
　

(1) 空気環境の測定・・・2か月以内ごとに1回

(2) 飲料水の水質検査・・・1年以内ごとに1回

(3) 遊離残留塩素の検査・・・１か月以内ごとに１回

(4) 貯水槽の清掃・・・６か月以内ごとに１回

32　建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく事業の登録に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
(1) 事業の登録の有効期間は、６年である。
(2) 事業登録の申請は、保健所を設置する市または特別区にあっては、市長または区長に対して行う。

(3) 登録を受けるには、人的要件(資格要件)と物的要件(機械器具)の一定の基準を満たすことが必要となる。

(4) 事業の登録は、事業区分に応じ営業所ごとに行う。

33　建築物環境衛生管理基準の空気環境の調整に関する事項に基づいた以下の測定結果で、基準に適合しない測定項目はどれか。
	測定項目
	浮遊粉じんの量
	一酸化炭素の含有率
	二酸化炭素の含有率
	温度
	相対湿度
	気流
	ホルムアルデヒドの量

	単位
	㎎/㎥
	ppm
	ppm
	℃
	％
	m/s
	㎎/㎥

	Ａ

室
	1回目
	0.15
	3.1
	1300
	25
	45
	0.1
	0.05

	
	2回目
	0.14
	3.0
	800
	23
	38
	0.2
	0.06


(1) 浮遊粉じんの量と相対湿度

(2) 一酸化炭素の含有率と気流

(3) 二酸化炭素の含有率と相対湿度

(4) 温度とホルムアルデヒドの量

34　建築物における衛生的環境の確保に関する法律で、「国または地方公共団体の用に供される特定建築物に関する特例」に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。
(1) 特定建築物の届けに関しては適用されない。

(2) 都道府県知事の改善命令に関しては適用されない。

(3) 帳簿書類の備え付けに関しては適用されない。

(4) 建築物環境衛生管理基準に関しては適用されない。

35　建築物環境衛生管理基準に基づく水質基準が定められているものは、次のうちどれか。
(1) 汚水

(2) 湧水

(3) 雑排水

(4) 雑用水

36　手さげ式消火器で保持装置、安全栓およびホースをはずす動作を除き、2動作で作動させてもよい消火器として、次のうち正しいものはどれか。

　

(1) ハロゲン化物消火器

(2) 酸・アルカリ消火器

(3) 化学泡消火器

(4) 二酸化炭素消火器

37　消火器を正常な操作方法で放射した場合の放射時間で、次のうち正しいものはどれか。
(1) ２０℃で５秒以上あること。

(2) ２０℃で１０秒以上あること。

(3) ２５℃で５秒以上あること。

(4) ２５℃で１０秒以上あること。

38　消火器の消火作用で次のうち抑制作用の大きいものはどれか。
(1) 化学泡消火器

(2) 強化液消火器

(3) 粉末(ABC)消火器

(4) 二酸化炭素消火器

39　強化液消火器について、次のうち誤っているものはどれか。

　

(1) 消火薬剤はアルカリ性である。

(2) 寒冷地でも使用できる。

(3) 霧状放射する強化液の適応火災はA火災・B火災である。

(4) 蓄圧式消火器の使用圧力は0.7～0.98Mpaである。
40　二酸化炭素消火器について、次のうち誤っているものはどれか。

　

(1) 高温の場所に設置しない。

(2) 指示圧力計が付いている。

(3) 安全弁が付いている。

(4) ホーン握りがついている。

41　脚立の取扱いについて誤っているものはどれか。

　

(1) 脚立は滑ったり、傾いたりしないように立てる。

(2) 電球交換の際は、電球の真下から踏み板が30cm程度離れるように立てる。

(3) 電球が遠くて届かない場合は、手が届くように天板の上に立ちつま先立ちで作業をする。

(4) 脚立の接地面には滑り止めを施してある。
42　給排水設備の日常点検について誤っているものはどれか。

　

(1) 漏水の処置として、給水栓のこま、パッキン交換、増し締めなど軽微な修繕を行う。

(2) 末端の給水栓で残留塩素を測定して、0.05mg/ℓだったが毎日は使わないところであったため放置した。
(3) グランドパッキンからの水の滴下量は、1分間に30滴程度であったので良好と判断した。

(4) 揚水ポンプの運転圧力から、水漏れやつまりを判断できる。

43　ポンプに関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

　

(1) グランドパッキンからの滴下量が多い場合は、グランドパッキンの交換、増し締めの順に試していく。

(2) チャッキ弁の漏れの確認は、ポンプを運転しながら行う。

(3) 排水ポンプは3年に1回程度の期間で定期的に電圧、運転電流、絶縁抵抗の測定を行う。

(4) 排水、汚水ポンプは水中ポンプが多いため、外観目視などで点検はできない。

44　ポンプのグランドパッキンの交換に関して誤っているものはどれか。

　

(1) パッキンを切るときは、シャフト径と同径の丸鋼に巻きつけてカッターナイフ等で切る。

(2) パッキンをボックスに挿入するときは、継ぎ目が一直線にそろうように入れる。

(3) パッキン押さえを取り付けるときのボルトの締め方は、2本のボルトを平均に締める。

(4) 滴下量は、初めは水が少し多めに出るくらいにしてスパナで締めて調整する。

45　Vベルトの交換に関する記述のうち正しいものはどれか。
(1) 合うサイズのベルトがなかったので、一つ上のサイズのベルトを使用した。
(2) ベルトを外す際には、プーリーと電動機の軸間距離を広げる。

(3) 多本がけのベルトだったのですべてのベルトを同時に交換した。

(4) ベルトの張りは、調整用ねじで目いっぱいまで強く張った。

◆問46から問48の各設問について語群から1つ選び、回答欄に番号を記入しなさい。

（1問4点）

46　ノギスで測定を行い、本尺の目盛と副尺の目盛が下図に示すように×印で一致した時、測定値はいくらか。

　　　　　　　　　　[image: image1.jpg]2 3 BaY
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47　マイクロメータで測定を行い、下図に示す位置でスリーブとシンブルの目盛が一致した場合、測定値はいくらか。
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48　下図の矢示部分の部品A～Cの名称を答えよ。

[image: image3.png]



筆記課題
解答用紙
筆記課題
「ビル管理基礎」

	入所年月
	番号
	氏名
	合計点
	評価判定

	平成　　年　　月入所
	
	
	
	


Ⅰ

	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	□18
	□19
	□20

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	□21
	□22
	□23
	□24
	□25
	□26
	□27
	□28
	□29
	□30

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


Ⅱ

	31
	32
	33
	34
	35
	□36
	□37
	□38
	□39
	□40

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	□41
	□42
	□43
	□44
	□45

	
	
	
	
	


Ⅲ

	46
	47

	
	

	48

	A
	B
	C

	
	
	


　　　






①6.45mm


②16.0mm


③45mm


④7.45mm





①11.770mm


②10.270mm


③11.270mm


④7.450mm





①安全栓


②加圧用ガス容器


③ガス導入管


④バルブキャップ


⑤粉上がり防止封板








